
① 自然環境実態調査

１．陸上調査（通年）

２．船上調査（５～９月）

３．事業者等からの聞き取り調査（通年）

４．情報発信（メディア露出、SNS、情報誌、イベント開催等）による事業認知拡大

○毎週月・水・金の午前８時～１０時に実施
➣ イルカの出現場所と時間、移動を調査

○週１回、２時間程度実施
➣ 個体識別調査（１頭ずつ見分ける）
➣ R４年度、130頭を識別

○プレスリリースやSNSを活用し日々の活動やニュースを投稿。
➣ SNSは、Facebook、Instagram、Twitter 「天草イルカ調査室」で展開中。天草エアライン機内誌に寄稿 （月１回【ここにいるから】）

② 学びのプログラム構築

これまでの 見せる観光 から、「学びのある体験の場」としての新しい価値の提案や、環境に配慮したプログラムの導入にむけた基礎づくりを実施

１．天草市イルカセンターを拠点としたイルカプログラムの開催

２．SDGsプログラム

○夏休みイルカの自由研究（R4 延べ30名参加）
○サマーキャンプでのイルカに関する環境教育の受入れ（R4 東京１団体77名）

○イルカの場所、時間、数などを毎日情報収集 ➣ 潮汐や季節による群れの行動変化や遭遇率の研究

１．陸上調査
２．船上調査

４．情報発信

個体識別は背びれで
行う

○ビーチクリーン活動を「こども食堂」と合同開催
○オンライン教室の実施 【 天草の野生のイルカとSDGs 】（R4 奈良県の公立高校）
○地元高校のイルカ班の研究に関する支援
○イルカに関連する産業の学習支援（R4 １団体）
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熊本県天草市 ～イルカと共存できる環境づくり～

観光産業の成長産業化（通詞島沖イルカ環境実態調査事業）

１．サマーキャンプの受入れ ２．ビーチクリーンの様子

【連絡先】
天草市役所 政策企画課
電話：0969-27-5052 メール：kikaku@city.amakusa.lg.jp

天草近海に生息するイルカについて、基礎的な情報収集とデータベース化を図り、環境保全に
関する調査や研究に役立てるとともに、地域の特性を活かした『学びのある体験の場』としての
質の高いプログラムの構築を目指します。企業の皆様の応援を宜しくお願いします。


